
□一

は
じ
め
に

カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
財
団
に
よ
る
大
学
教
授
職
国
際
比
較
調
査

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
多
く
の
大
学
教
員
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は

じ
め
と
す
る
諸
外
国
の
大
学
教
員
と
比
較
し
て
、
教
育
志
向
で
は
な

く
研
究
志
向
で
あ
る
。
一
部
の
教
育
熱
心
な
大
学
教
員
を
除
い
て
、

自
ら
が
研
究
者
で
あ
る
こ
と
に
存
在
価
値
を
求
め
て
き
た
日
本
の
大

学
教
員
は
、
授
業
改
善
、
す
な
わ
ち
教
育
活
動
の
質
的
向
上
に
関
心

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
大
学
の
学
校
化
」
が
指
摘
さ

れ
、
年
々
深
刻
化
す
る
学
生
の
学
力
低
下
な
ど
、
厳
然
た
る
現
実
に

大
学
教
員
が
直
面
し
、
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
方
法
で
は
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

教
育
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
大
学
も
増
え
て
き
て
い
る
。
制
度
面
の

み
な
ら
ず
、
実
践
面
に
お
い
て
も
、
大
学
教
育
の
構
造
的
改
革
が
叫

ば
れ
て
い
る
。
研
究
志
向
の
大
学
教
員
も
、
教
育
活
動
に
力
を
注
ぐ

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
研
究
者
と
し
て
の
資
質
向
上
の
み
な
ら

ず
、教
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
も
大
学
教
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
本
稿
で
は
、
文
部
科
学
省

に
よ
る
全
国
調
査
の
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
我
が
国
の
大
学

特
集
・
大
学
教
育
の
改
革
と
Ｆ
Ｄ

Ｆ
Ｄ
と
授
業
評
価

我
が
国
に
お
け
る
現
状
と
課
題

名
古
屋
芸
術
大
学
・
短
期
大
学
部

安
藤

友
張
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に
お
け
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト（Faculty

D
e-

velopm
ent

―
―
以
下
、
Ｆ
Ｄ
と
記
す
）の
最
近
の
実
践
的
動
向
を
探

っ
て
み
た
い
。
同
時
に
、
Ｆ
Ｄ
と
関
連
し
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
そ
の
現
状
と
課
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。

□二
Ｆ
Ｄ
の
現
状
と
課
題

Ｆ
Ｄ
と
は
何
か

ま
ず
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
Ｆ
Ｄ
の
概
念

規
定
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

本
誌
の
他
の
特
集
論
文
で
も
、
各
々
の
執
筆
者
の
立
場
か
ら
、
Ｆ
Ｄ

の
概
念
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
Ｆ
Ｄ
の
概
念
は
多
様

で
あ
り
、
論
者
の
数
だ
け
Ｆ
Ｄ
の
定
義
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

た
と
え
ば
、
平
成
七
年
度
の
文
部
省（
現
在
は
文
部
科
学
省
）編
集

に
よ
る
教
育
白
書
に
よ
れ
ば
、以
下
の
よ
う
な
定
義
が
さ
れ
て
い
る
。

「
教
員
が
授
業
内
容
・
方
法
を
改
善
し
、向
上
さ
せ
る
た
め
の
組
織
的

な
取
り
組
み
の
総
称
。Ｆ
Ｄ
と
略
し
て
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
広
範
に
わ
た
る
が
、具
体
的
な
例
と
し

て
は
、教
員
相
互
の
授
業
参
観
の
実
施
、授
業
方
法
に
つ
い
て
の
研
究

会
の
開
催
、新
任
教
員
の
た
め
の
研
修
会
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」�こ

の
Ｆ
Ｄ
の
と
ら
え
方
は
、日
本
で
は
一
般
的
で
あ
り
、広
く
大
学

関
係
者
の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、ア
メ
リ
カ
な
ど
に

お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
概
念
と
比
較
す
る
と
狭
い
と
ら
え
方
で
あ
る
。関
は
、

ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育
研
究
者G

aff

やPhillips

ら
が
提
唱
し
た
Ｆ
Ｄ

の
概
念
を
整
理
し
、
次
頁
に
示
す
よ
う
に
Ｆ
Ｄ
を
四
つ
に
分
類
し
た
�

。

Ｆ
Ｄ
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
示
唆
的
な
分
類
で
あ
る
。
こ

の
分
類
で
言
え
ば
、
先
述
の
教
育
白
書
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
定
義
は
、

Ｐ
Ｄ（Personal

D
evelopm

ent

）と
Ｉ
Ｄ（Instructional

D
evelop-

m
ent

）に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｄ
の
本
質
は
Ｏ
Ｄ（O

rganization

D
evelopm

ent

）で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
Ｉ
Ｄ
の
範
疇
に
属
す
る

Ｆ
Ｄ
の
取
り
組
み
で
も
、
日
本
は
、
理
論
的
側
面
・
実
践
的
側
面
の

両
面
に
お
い
て
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
る
。
な
お
、
イ

あ
ん
ど
う
・
と
も
は
る
�
一
九
六
四

年
、
愛
知
県
生
ま
れ
�
最
近
の
主
な
論

文
と
し
て
、
「
図
書
館
利
用
教
育
・
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
め
ぐ
る
動
向
―

一
九
九
九
〜
二
○
○
一
」『
情
報
の
科

学
と
技
術
』
第
五
二
巻
第
五
号
、
二
○

○
二
年
、
「
教
育
学
研
究
者
の
情
報
探

索
行
動
と
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
」『
短
期
大
学
図
書
館
研
究
』
第
二
二
号
、

二
○
○
二
年
な
ど
�
現
在
の
専
門
は
図
書
館
情
報
学
で
す
が
、
学
生
時
代
は
教
育
学

を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
が
教
育
評
価
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

授
業
評
価
の
問
題
に
対
し
て
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
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ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、
Ｆ
Ｄ
に
相
当
す
る
用
語
と
し
て
、「
Ｓ
Ｄ（Staff

D
evelopm

ent

）
」
が
使
わ
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
大
学
職
員

を
対
象
と
し
た
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
活
動
な
ど
を
さ
す
場
合
、

「
Ｓ
Ｄ
」
を
使
う
こ
と
が
多
い
。

全
国
の
大
学
に
お
け
る

Ｆ
Ｄ
の
実
施
状
況

文
部
科
学
省
は
、
日
本
に
お
け
る
全
国

の
大
学（
短
期
大
学
を
の
ぞ
く
）を
対
象

に
、
こ
こ
数
年
、
Ｆ
Ｄ
の
実
施
状
況
を

あ
き
ら
か
に
す
べ
く
悉
皆
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
実
施
状
況
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

表
１
は
、
平
成
八
年
度
・
平
成
十
年
度
・
平
成
十
二
年
度
の
調
査

デ
ー
タ
で
あ
る
。
表
１
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｆ
Ｄ
を
実
施
す

る
大
学
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
平
成
十
一
年
の

大
学
設
置
基
準
の
改
正
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
努
力
義
務
化
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
以
下
の
条
文
で
あ
る
。

大
学
設
置
基
準

第
二
十
五
条
の
二

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）

大
学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る

た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ＦＤの分類（関正夫による）

�PD（Personal Development 個人的能力開発）――多くの大学で共通
に採択されている方法で、有給休暇、研究集会参加等による支援方
式がとられている。教員は同僚による授業観察、先輩教員への相談
による教授法の改善や長期研修等による学際的学問への深化も行わ
れている。

�ID（Instructional Development 教授法開発）――この方法はPDと重
複するところも多いが、敢えて差異をあげれば教員の能力向上自体
よりも教授指導面（学生の学習の促進、教材開発等）に力点がおかれ
ている。PDに抵抗が多い大学・学部ではIDは戦略的に適当な活動
とされている。

�CD（Curriculum Development カリキュラム開発）――他のどの活動
とも重複するところがあるが、カリキュラム改善に必要な教授団の
学問的能力や教授能力の開発や教材の作成、意思疎通の方法の開発、
組織形態の開発を含むものである。そのため、CDは最も広い意味
でのFD活動のアトラクティブな活動とされている。

�OD（Organization Development 組織開発）――他の活動と比べて最
も困難とされるが、改革推進主体（組織・人）の支援によって大学・
学部等の組織文化を効果的にかつ協働的に運営することを通して組
織の問題解決や活性化を志向する試みと解されている。この活動の
阻害要因として学科自治の閉鎖性などが指摘されている。
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Ｆ
Ｄ
の
実
施
状
況
を
設
置

形
態
別
で
み
る
と
、
平
成
十

二
年
度
の
場
合
、
国
立
大
学

が
最
も
実
施
率
が
高
く（
九

四
・
九
％
）、
次
い
で
、
私

立
大
学（
四
七
・
六
％
）、
公

立
大
学（
二
六
・
四
％
）の
順

に
な
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｄ
の
年

次
報
告
書
を
発
行
す
る
大
学

も
登
場
し
始
め
た
。表
２
は
、

各
大
学
で
実
施
し
て
い
る
Ｆ

Ｄ
の
内
容
で
あ
る
。
文
部
科

学
省
の
内
容
分
類
で
は
、
先

述
の
白
書
の
定
義
に
も
と
づ

き
、
「
新
任
教
員
研
修
会
」

「
教
員
相
互
の
授
業
参
観
」

「
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
」
の

三
つ
に
分
け
て
い
る
。
平
成

十
二
年
度
の
場
合
、
全
体
と

し
て
み
る
と
、
「
新
任
教
員

研
修
会
」の
実
施
が
多
く（
三

四
・
○
％
）、
次
い

で
「
教
員
相
互
の
授

業
参
観
」（
二
一
・
四

％
）、
「
セ
ン
タ
ー

等
の
設
置
」（
一
三
・

五
％
）の
順
に
な
っ

て
い
る
。

文
部
科
学
省
に
よ

る
全
国
調
査
の
ほ
か

に
、
平
成
十
三
年
に

実
施
さ
れ
た
大
学
評

価
・
学
位
授
与
機
構

に
よ
る
全
国
調
査
が

あ
る
。
教
養
教
育
の

実
態
を
把
握
す
る
こ

と
が
こ
の
調
査
の
主

な
目
的
で
あ
り
、
調

査
対
象
は
国
立
大
学

に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｄ
の
実
施
状

況
に
関
す
る
調
査
項

表１ ＦＤを実施している大学数

※文部科学省のホームページで公開されているデータをもとに作成した。Ｎ値は平成
１２年度の大学数。放送大学を含むと全体のＮ値は６５１となる。
ＵRL : http : //www.mext.go.jp/b_menu/houdou/13/12/011224.htm（平成１４年６月１日
アクセス）

表２ ＦＤの実施内容（平成１２年度）

※文部科学省のホームページで公開されているデータをもとに作成した。
ＵRL : http : //www.mext.go.jp/b_menu/houdou/13/12/011224.htm（平成１４年６月１日
アクセス）

全体
（Ｎ＝６５１）

１８３校（２８．１％）

２２６校（３４．７％）

３４１校（５２．４％）

私立大学
（Ｎ＝４７９）

１３５校（２８．２％）

１５５校（３２．３％）

２２８校（４７．６％）

公立大学
（Ｎ＝７２）

１校（１．４％）

８校（１１．１％）

１９校（２６．４％）

国立大学
（Ｎ＝９９）

４７校（４７．４％）

６３校（６３．６％）

９４校（９４．９％）

年 度

平成８年度

平成１０年度

平成１２年度

全体
（Ｎ＝３４１）

１１６校（３４．０％）

７３校（２１．４％）

４６校（１３．５％）

私立大学
（Ｎ＝２２８）

６９校（３０．３％）

３６校（１５．８％）

３１校（１３．６％）

公立大学
（Ｎ＝１９）

２校（１０．５％）

２校（１０．５％）

０校（０．０％）

国立大学
（Ｎ＝９４）

４５校（４７．９％）

３５校（３７．２％）

１５校（１６．０％）

内 容

新任教員研

修会

教員相互の

授業参観

センター等

の設置
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目
も
あ
る
。
調
査
結
果
は
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
�

。

こ
の
調
査
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
に
関
す
る
設
問
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｄ
の
実

施
規
模（
実
施
主
体
）が
、
全
学
か
、
そ
れ
と
も
学
部
単
位
か
、
あ
る

い
は
教
員
の
自
発
的
な
集
団
か
、
な
ど
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
、
調

査
結
果
に
よ
れ
ば
、
全
学
的
に
実
施
し
て
い
る
国
立
大
学
は
六
十
九

校（
七
二
・
六
％
）、
学
部
に
よ
る
実
施
が
四
校（
四
・
二
％
）、
教
員

の
自
発
的
な
集
団
に
よ
る
実
施
が
七
校（
七
・
四
％
）、
そ
の
他
が
十

一
校（
十
一
・
六
％
）で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
立
大
学
の
場
合
、
Ｆ
Ｄ
の
実

施
方
法
で
あ
る
が
、
大
学
設
置
基
準
に
お
い
て
努
力
義
務
規
定
化
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
が
多
い
と
い
え
る
。
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
Ｆ
Ｄ
に
対
す
る
偏
見
や
誤
解
も

生
じ
や
す
い
。
「
Ｆ
Ｄ
↓
授
業
評
価
↓
教
員
評
価
↓
人
事
考
課
」
と

い
う
連
想
を
す
る
大
学
教
員
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
和
光
大
学

授
業
研
究
会
�

や
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
�

な
ど
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方

式
に
よ
る
Ｆ
Ｄ
の
自
主
的
な
取
り
組
み
は
、む
し
ろ
少
数
派
で
あ
る
。

な
お
、
大
学
共
同
利
用
機
関
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

は
、
大
学
教
員
の
自
主
的
な
参
加
を
前
提
と
し
た
全
国
規
模
の
Ｆ
Ｄ

研
修
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｄ
実
践
の
先
進
的
事
例

全
国
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
日
本

の
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
実
施
状
況

を
み
て
き
た
が
、
次
に
国
立
大
学
の
先
進
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
。

大
山
は
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
実
践
を
以
下
の
三
つ
の

タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
�

。

�
テ
ィ
ッ
プ
ス
型（
名
古
屋
大
学
な
ど
）―
授
業
改
善
に
役
立
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
。

�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型（
北
海
道
大
学
な
ど
）―
グ
ル
ー
プ
作
業

を
通
し
て
、
気
づ
き
を
深
め
る
。

�
相
互
授
業
参
観
型（
京
都
大
学
な
ど
）―
公
開
授
業
、
授
業
検

討
会
を
通
し
て
学
び
合
う
。

ま
ず
、
「
テ
ィ
ッ
プ
ス
型
」
の
名
古
屋
大
学
の
場
合
、
同
大
学
高

等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
。

M
ckeachie

の
著
作
で
あ
るM

ckeachie's
TEA
C
H
IN
G
TIPS

―

Strategies,R
esearch,and

Theory
for
C
ollege

and
U
niversity

Teachers

の
第
十
版（
一
九
九
九
年
）を
参
考
に
、
『
成
長
す
る
テ
ィ

ッ
プ
ス
先
生
―
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の
秘
訣
集
』（
玉
川
大
学
出

版
部
）が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
編
集
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
、
同
時
に
ウ

ェ
ブ
版
も
公
開
さ
れ
て
い
る
�

。
同
セ
ン
タ
ー
の
池
田
は
、
こ
の
刊
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行
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
想
定
し
た
対
象
は
専
門
分
野
の
異
な
る
授
業
経
験
の
浅
い
先
生

で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
授
業
の
基
本
』
を
強
調
し
た
。
専
門
分
野
に

よ
ら
ず
抵
抗
感
な
し
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
教
育
学
の
専
門
用
語

は
で
き
る
だ
け
使
わ
ず
平
易
な
表
現
を
心
が
け
た
」
�

池
田
に
よ
れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
版
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
多
く
、
他
大
学
や

高
等
学
校
関
係
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
筆
者
は
、
こ

の
書
籍
を
ひ
も
と
い
て
み
た
が
、
コ
ラ
ム
も
あ
っ
て
読
み
や
す
い
。

明
日
か
ら
の
授
業
に
す
ぐ
に
役
立
つ
よ
う
な
教
育
技
術
・
教
育
方
法

も
載
っ
て
お
り
、
新
任
の
大
学
教
員
向
け
の
研
修
用
テ
キ
ス
ト
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
書
と
し
て
利
用
で
き
る
。
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
説
明
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、TEA

C
H
IN
G

TIPS

の
第
七
版（
一
九
七
八
年
）に
つ
い
て
は
、
高
橋
靖
直
が
翻
訳

し
、
『
大
学
教
授
法
の
実
際
』（
玉
川
大
学
出
版
部
）と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、TIPS

はTeach-

ing
Inform

ation
Processing

System

の
略
語
で
あ
る
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
」
の
北
海
道
大
学
の
場
合
、
同
大
学
高
等

教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て

い
る
。
名
古
屋
大
学
の
よ
う
に
単
行
本
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、

研
究
紀
要
『
高
等
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
―
高
等
教
育
と
生
涯
学
習
』
に

活
動
報
告
や
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
大
学
医
学
部

の
一
学
部
で
取
り
組
み
始
め
た
Ｆ
Ｄ
が
、
現
在
で
は
全
学
的
な
Ｆ
Ｄ

に
拡
大
し
、
発
展
し
て
き
た
。
高
等
教
育
研
究
を
専
門
と
す
る
講
師

を
外
部
か
ら
招
聘
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
の
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
を
中
心
と
し
た
合
宿
研
修
会
を

実
施
し
て
い
る
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
大
山
は
同
大
学
の
Ｆ
Ｄ
に

つ
い
て
、
「
グ
ル
ー
プ
作
業
を
通
し
て
、
気
づ
き
を
深
め
る
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
こ
の
「
気
づ
き
」
と
は
心
理
学
用
語
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
自
分
の
身
体
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
何

を
感
じ
て
い
る
か
、
他
者
・
世
界
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
な
ど

を
、
操
作
し
た
り
防
衛
し
た
り
し
な
い
で
、
あ
り
の
ま
ま
に
直
接
に

知
覚
し
て
い
る
こ
と
」
�

を
意
味
し
て
い
る
。
教
員
の
意
識
の
中
に
、

Ｆ
Ｄ
を
受
け
入
れ
る
土
壌
を
作
り
、
主
体
的
に
教
員
が
Ｆ
Ｄ
に
関
わ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
相
互
授
業
参
観
型
」
の
京
都
大
学
の
場
合
、
同
大
学
高
等
教
育

教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
が
Ｆ
Ｄ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
平
成
九
年
度
か
ら
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
教
育
」
の
授
業
を

毎
年
公
開
し
、
授
業
検
討
会
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
ビ
デ
オ
撮
影
を

し
な
が
ら
、
授
業
中
の
受
講
学
生
の
し
ぐ
さ
や
態
度
を
つ
ぶ
さ
に
と

ら
え
、
観
察
し
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
試
み
は
「
公
開
授
業

実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
と
し
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
「
授
業
参
加
観
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
京
都
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る
全
学
部

の
授
業
科
目
の
中
で
、
許
可
が
え
ら
れ
た
授
業
を
対
象
に
参
加
観
察

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。授
業
を
観
察
す
る
セ
ン
タ
ー
所
属
の
教
員
が
、

授
業
者
で
あ
る
教
員
を
指
導
・
啓
蒙
す
る
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、

同
僚
教
員
同
士
に
よ
る
相
互
研
修
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

編
集
に
よ
る
『
開
か
れ
た
大
学
授
業
を
め
ざ
し
て
―
―
京
都
大
学
公

開
実
験
授
業
の
一
年
間
』（
玉
川
大
学
出
版
部
）、
『
大
学
授
業
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
―
―
京
都
大
学
公
開
実
験
授
業
』（
玉
川
大
学
出

版
部
）、
『
大
学
授
業
研
究
の
構
想
―
―
過
去
か
ら
未
来
へ
』（
東
信

堂
）の
書
籍
、
研
究
紀
要
『
京
都
大
学

高
等
教
育
研
究
』、
『
京
都

大
学

高
等
教
育
叢
書
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
精
力
的
な
研

究
活
動
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
い
る
。
同
大
学
で
は
、

教
員
の
Ｆ
Ｄ
参
加
を
う
な
が
す
た
め
に
、
学
内
で
研
修
会
を
実
施
す

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
学
外
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
た
合

宿
形
式
の
研
修
会
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
職
場
か
ら
離
れ
た

場
所
で
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
オ
フ
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
式
で
Ｆ
Ｄ
を
実
施
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ

る
。以

上
、
先
進
的
な
三
大
学
の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
委
員
会
方
式

で
は
な
く
、
学
内
部
局
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
セ
ン
タ

ー
が
Ｆ
Ｄ
の
推
進
役
を
つ
と
め
る
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
タ
ー
方
式
で
Ｆ

Ｄ
を
実
施
し
て
い
る
の
が
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。

公
開
授
業
の
意
義

京
都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
京
都
大
学
の
約
千

八
百
人
の
専
任
教
員
に
対
し
て
、
授
業
の
参
観
を
依
頼
す
る
文
書
を

出
し
た
と
こ
ろ
、
承
諾
し
た
教
員
は
約
六
十
人
ほ
ど
し
か
い
な
か
っ

た
と
い
う
�

。
全
教
員
数
の
五
％
に
も
満
た
な
い
よ
う
な
き
わ
め
て

少
人
数
の
教
員
し
か
参
加
許
可
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公

開
授
業
や
同
僚
教
員
に
よ
る
授
業
参
観
な
ど
に
対
す
る
大
学
教
員
の

反
発
と
無
理
解
が
う
か
が
わ
れ
る
。
京
都
大
学
に
限
ら
ず
、
お
そ
ら

く
他
大
学
で
も
同
じ
よ
う
な
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
僚
教
員
に

よ
る
授
業
参
観
は
、
教
育
活
動
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。W

ilkin-

son

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
伝
統
的
に
授
業
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
と
考
え
ら
れ
、
教
員

は
他
の
教
員
の
授
業
を
観
察
す
る
と
い
う
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
大
学
の
教
授
が
研
究
論
文
を
専
門
雑
誌
に

送
っ
て
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
求
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
の
に
、

自
分
の
授
業
に
つ
い
て
は
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
許
す
の
に
し
り
ご
み
す

る
と
い
う
の
は
、
私
に
は
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
す
。
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
の
目
指
す
も
の
は
、
教
員
が
お
互
い
に
授
業
を
訪
問
し
、
教
育
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に
つ
い
て
語
り
、
そ
し
て
お
互
い
に
進
歩
を
す
る
よ
う
に
刺
激
し
合

う
こ
と
な
の
で
す
」
�

研
究
志
向
が
強
い
日
本
の
大
学
教
員
に
と
っ
て
は
、
授
業
を
公
開

す
る
こ
と
は
自
分
の
弱
点
を
露
呈
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
京
都
大
学
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
研
究
活
動
に
は
自
信

を
も
つ
が
、
教
育
活
動
に
は
自
信
が
持
て
な
い
大
学
教
員
の
心
理
を

象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、Palm

er
に
よ
る
以
下
の
言
葉
は
至
言
で
あ

る
。「

教
師
は
学
生
に
向
か
っ
て
教
え
ま
す
が
、
通
常
は
一
人
で
あ
っ

て
、
同
僚
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
外
科

医
や
弁
護
士
が
同
業
者
た
ち
の
面
前
で
働
い
て
い
る
の
と
対
照
的
で

す
。
法
廷
に
お
け
る
弁
護
士
の
技
量
は
他
の
弁
護
士
に
は
明
ら
か
で

す
し
、
手
術
中
の
外
科
医
は
他
の
専
門
家
に
み
つ
め
ら
れ
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
師
は
学
生
以
外
の
目
撃
者
が
い
な

い
ま
ま
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
授
業
を
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で

す
」
�

「
学
級
王
国
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
教
室
内
で
は
教
員
が
君
主

で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
、
及
び
学
生
は
、
権
力
を
も
っ
た
教
員
に
服

従
す
る
。
単
位
認
定
権
を
有
す
る
教
員
が
授
業
を
行
う
場
所
で
あ
る

教
室
は
、
第
三
者
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い「
聖
域
」で
あ
る
。

公
開
授
業
の
試
み
は
、
ま
さ
に
密
室
で
あ
る
教
室
の
「
聖
域
性
」
を

排
除
す
る
試
み
で
あ
る
。

公
開
授
業
の
類
型
化

表
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
私
立
大
学
・

公
立
大
学
と
比
較
す
る
と
、
国
立
大
学
の

ほ
う
が
、
教
員
相
互
の
授
業
参
観（
公
開
授
業
）の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
の
田
口

ら
に
よ
る
調
査
研
究
が
参
考
に
な
る
の
で
紹
介
す
る
。

田
口
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催
の
Ｆ
Ｄ
研
修
に

参
加
し
た
十
五
校
の
国
立
大
学
を
対
象
に
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た

質
問
紙
法
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た（
調
査
実
施
期
間

平
成
十
三

年
十
一
月
〜
平
成
十
四
年
二
月
）。
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
田

口
ら
は
公
開
授
業
を
「
啓
発
型
」「
モ
デ
ル
伝
達
型
」「
フ
ァ
カ
ル
テ

ィ
連
携
型
」「
反
省（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）型
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
志
向

型
」
の
五
種
類
に
類
型
化
し
た（
表
３
）。

回
答
者
・
回
答
数
が
国
立
大
学
十
五
校
な
の
で
、
サ
ン
プ
ル
数
は

少
な
い
し
、
ま
た
偏
り
も
あ
る
が
、
田
口
ら
の
分
類
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
Ｆ
Ｄ
と
し
て
の
公
開
授
業
は
、
多
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
学
内
者
の
み
参
加
し
、
授
業
参
観
す
る
事
例
も

あ
る
し
、
学
外
者
も
参
加
し
、
授
業
参
観
す
る
事
例
も
あ
る
。
公
開

授
業
の
対
象
と
な
る
科
目
数
に
し
て
も
、
大
学
に
よ
っ
て
は
一
科
目

の
場
合
も
あ
る
し
、
十
科
目
を
こ
え
る
場
合
も
あ
る
。
軌
道
に
乗
り

始
め
て
い
る
京
都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
の

－３９－



事
例
を
除
い
て
、
各
大
学
に
お
け
る
公
開
授
業
の
取
り
組
み
は
試
行

錯
誤
の
段
階
と
思
わ
れ
る
。

公
開
授
業
を
実
施
し
た
後
に
、
授
業
検
討
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
場
合
、
参
加
者
は
教
員
及
び
教
務
系
事
務
職
員
で
、

学
生
は
参
加
し
て
い
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
後
述
す
る
授

業
評
価
の
問
題
と
関
わ
る
が
、
Ｆ
Ｄ
の
一
環
で
あ
る
公
開
授
業
の
検

討
会
に
学
生
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、
「
授
業
者
の
『
懺
悔
』
で
始
ま
り
、
他
の
参
加
者
の

儀
式
的
慰
撫
で
終
わ
る
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
�

の
授
業
検
討

会
か
ら
脱
却
し
、
一
過
性
で
は
な
く
、
継
続
性
の
あ
る
授
業
検
討
会

の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

学
協
会
に
よ
る
Ｆ
Ｄ

次
に
、
各
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
実
践
で

は
な
く
、
学
会
・
協
会
が
主
催
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
る
Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
ず
、
筆
者
の
専
門
で

あ
る
図
書
館
情
報
学
分
野
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

研
究
活
動
に
関
す
る
Ｆ
Ｄ
で
は
、
日
本
図
書
館
情
報
学
会
が
主
催

と
な
っ
て
、
当
該
学
会
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

単
発
的
で
あ
る
が
「
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
書
書
き
方
講
習
会
」

を
過
去
二
回
実
施
し
て
い
る
。
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
十
分
な

指
導
を
受
け
て
も
、
研
究
助
成
金
の
申
請
書
類
の
書
き
方
に
つ
い
て

は
、
指
導
を
受
け
た
経
験
が
な
い
と
い
う
大
学
教
員
が
多
い
の
で
は

表３ 公開授業の類型化

出所：田口真奈・藤田志穂「公開（実験）授業のＦＤあるいは大学教員研修としての意義」京都大学高等
教育教授システム開発センター主催 第１回大学教育研究集会当日配布資料

（日時：平成１４年３月２３日、場所：京都大学）、３６頁。一部修正を加えた。

ファカルティ連携型

同一学科内の教官同士がお互い
の授業を見学しあうことで、（授
業の）内容を講義間で調整した
り、教え方の調整を行ったりす
ることが可能。

継続的

同じ学科内の教官

学科の規模によっては、一緒に
できる人がいない場合がある。

モデル伝達型

モデルとなる授業を公開すること
で、「良い授業」「授業技術」を学
びとることが目的。

単発的

改善の視点を得るという動機づけ
がすでになされている教官

公開する側又は参観する側からの
一方向的な働きかけになるため文
脈が違う場合には、改善の為の新
たな視点が得られない。

ネットワーク志向型

共同体を形成し、問題が生じたと
きに一緒に乗り越えることができ
るようなネットワークを形成する
ことが目的。ともに励ましあい、
楽しくなるような雰囲気が重要。

継続的

ある共通認識がありつつも多様な
視点に開かれている人。参観を日
常的な事ととらえられる人。

マンネリ化が避けられない。また、
継続している人と、新規参入者と
のコミュニケーションをはかるこ
とが困難である。

啓発型

「公開授業」というイベントを実
施することで、学内のＦＤへの意
識を高めることが主要な目的とな
る。

単発的

全学の不特定の教官

公開する人、参観する人の確保が
難しいが、「公開授業」そのもの
の中では解決しづらいために、外
圧が必要な場合も。

反省（リフレクション）型

自分の授業に何らかの問題を感じ、
それを自ら改善するために他人の
意見を聞き、どこに問題があるの
かをツール等を用いてクリアにし、
改善の糸口を探す。

継続的

信頼感を基盤とする批評者、また
はその人の成長を助ける専門家。

過度な反省は精神的疲弊を招きか
ねない。

類 型

特 徴

頻 度

参観者

問題点

類 型

特 徴

頻 度

参観者

問題点

－４０－



な
か
ろ
う
か
。競
争
的
研
究
資
金
を
獲
得
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

研
究
評
価
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
各
大
学
の
新
任
教
員
研
修

と
し
て
、
こ
の
研
究
助
成
金
の
申
請
書
書
き
方
講
習
会
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
教
育
活
動
に
関
す
る
Ｆ
Ｄ
で
は
、
日
本
図
書
館
協
会
の
図

書
館
学
教
育
部
会
が
主
催
と
な
っ
て
、
こ
こ
数
年
、
本
格
的
に
Ｆ
Ｄ

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
教
育
実
践
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
研
修
会

が
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
学
に
お
け

る
図
書
館
情
報
学
教
育
は
、
司
書
養
成
及
び
司
書
教
諭
養
成
が
そ
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
司
書
及
び
司
書
教
諭
と
い
う
専
門
職
を
ど
の

よ
う
な
教
育
理
念
で
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
そ
し
て
、

い
か
な
る
教
育
方
法
に
よ
っ
て
養
成
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
課
題

が
、
絶
え
ず
当
該
分
野
の
大
学
教
員
に
か
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
図
書
館
情
報
学
教
育
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
、
専
門
職
の

代
表
格
で
あ
る
医
者
を
養
成
す
る
医
学
教
育
で
も
、
か
な
り
以
前
か

ら
Ｆ
Ｄ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
証
左
と
し
て
日
本
医

学
教
育
学
会（
昭
和
四
十
四
年
設
立
）が
存
在
し
て
い
る
。
個
々
の
専

門
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
の
学
問
固
有
の
特
殊
性
を
ふ
ま
え
た
自
主

的
な
Ｆ
Ｄ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

他
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
学
会
レ
ベ
ル
で
、
日
本
経
済
教
育
学
会

や
一
般
教
育（
教
養
教
育
）を
中
心
と
し
て
Ｆ
Ｄ
に
取
り
組
ん
で
き
た

大
学
教
育
学
会（
旧
名
称

一
般
教
育
学
会
）な
ど
が
あ
る
。

大
学
教
員
養
成
制
度
の
見
直
し

Ｆ
Ｄ
を
円
滑
に
す
す
め
る
た
め

に
は
、
現
在
の
大
学
教
員
の
養

成
制
度
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
院
博
士
後
期
課
程

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
「
教
育
方
法
学
」「
教
育

心
理
学
」
な
ど
の
教
育
学
関
連
科
目
を
必
修
と
し
て
設
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
進
的
な
事
例
と
し
て
、
広

島
大
学
大
学
院
で
は
、
大
学
教
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
教
養
を
学

習
内
容
と
す
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
キ
ャ
リ
ア
・
ゼ
ミ
」
と
い
う
授

業
科
目
を
開
講
し
て
い
る
。
専
攻
を
問
わ
ず
、
全
研
究
科
の
大
学
院

生
が
受
講
可
能
な
共
通
科
目
で
あ
る
。
大
学
院
生
を
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
雇
用
し
、
将
来
の
大
学
教
員
と
し
て
の
実

践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ま
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
教
授

法（
教
育
方
法
）に
関
す
る
理
論
的
な
学
習
も
大
切
で
あ
る
。
以
上
述

べ
た
こ
と
は
、
「
プ
レ
Ｆ
Ｄ
」
と
い
え
よ
う
。

専
門
職
の
代
表
格
で
あ
る
医
者
や
弁
護
士
な
ど
は
、
国
家
試
験
合

格
後
、
数
年
間
の
研
修（
修
習
）期
間
を
経
て
か
ら
、
専
門
職
と
し
て

採
用
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
教
員
の
場
合
、
国
家
試
験
も
な
く
、

教
員
免
許
も
不
要
で
、
し
か
も
、
採
用
辞
令
が
発
令
さ
れ
た
日
か
ら
、

ベ
テ
ラ
ン
教
員
同
様
に
扱
わ
れ
る
。
現
行
の
新
任
対
象
の
大
学
教
員

研
修
に
し
て
も
、
医
者
や
弁
護
士
な
ど
の
研
修
と
比
較
し
て
、
そ
の
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期
間
や
内
容
な
ど
の
点
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
る
。

□三

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
現
状
と
課
題

先
述
し
た
Ｆ
Ｄ
の
概
念
規
定（
内
容
分
類
）の
な
か
で
、
特
に
Ｉ
Ｄ

（Instructional
D
evelopm

ent

）と
授
業
評
価
は
相
即
不
離
の
関
係

に
あ
る
。
Ｉ
Ｄ
を
意
味
す
る
Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
論
じ
る
さ
い
、
学
生
に

よ
る
授
業
評
価
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
文
部
科

学
省
が
平
成
十
二
年
度
に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
国
公

立
と
私
立
を
あ
わ
せ
て
、
四
百
五
十
一
大
学（
六
九
・
三
％
）が
学
生

に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

評
価
項
目
の
妥
当
性

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
し
て
い
る

大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
項
目
を
用

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
文
部

科
学
省
に
よ
る
調
査
の
結
果
が
表
４
で
あ
る
。
「
授
業
の
わ
か
り
や

す
さ
」「
話
し
方
」「
黒
板
・
ビ
デ
オ
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
等
の
使
い
方
」
な
ど

が
評
価
項
目
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
、
無
記
名
で
、

各
項
目
の
賛
否
や
該
当
す
る
程
度（
評
定
尺
度
）を
学
生
に
回
答
さ
せ

る
方
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
業
評
価
の
方
法
は
、
「
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
ー
法
」（
心
理
学
用
語
）と
い
わ
れ
て
い
る
。

表４ 学生による授業評価における評価項目（平成１２年度）

※文部科学省のホームページで公開されているデータをもとに作成した。放送大学を含むと全体のＮ値
は６５１となる。
URL : http : //www.mext.go.jp/b_menu/houdou/13/12/011224.htm（平成１４年６月１日アクセス）

全体
（Ｎ＝６５１）

３１６校（４８．５％）

１９３校（２９．６％）

１４４校（２２．１％）

３１８校（４８．８％）

３６４校（５５．９％）

３２９校（５０．５％）

２９５校（４５．３％）

４１７校（６４．０％）

３８８校（５９．６％）

２７８校（４２．７％）

３０１校（４６．２％）

２５６校（３９．３％）

私立大学
（Ｎ＝４７９）

２１９校（４５．７％）

１２５校（２６．１％）

８２校（１７．１％）

２２０校（４５．９％）

２５７校（５３．７％）

２２５校（４７．０％）

１９６校（４０．９％）

２９９校（６２．４％）

２８１校（５８．７％）

１８９校（３９．５％）

２０４校（４２．６％）

１６２校（３３．８％）

公立大学
（Ｎ＝７２）

２１校（２９．１％）

９校（１２．５％）

１１校（１５．３％）

２６校（３６．１％）

２８校（３８．８％）

２５校（３４．７％）

１７校（２３．６％）

３２校（４４．４％）

２４校（３３．３％）

１８校（２５．０％）

２１校（２９．２％）

２３校（３１．９％）

国立大学
（Ｎ＝９９）

７６校（７６．８％）

５９校（５９．６％）

５１校（５１．５％）

７２校（７２．７％）

７９校（７９．８％）

７９校（７９．８％）

８２校（８２．８％）

８６校（８６．８％）

８３校（８３．８％）

７１校（７１．７％）

７６校（７６．８％）

７１校（７１．７％）

評価項目

学生の自己評価

教育施設・整備

評価方法の適切さ

授業の速度

黒板・ビデオ・ＯＨＰ等の使
い方

テキスト・配布資料の適切さ

質問や発言への対応状況

授業のわかりやすさ

話し方

授業の準備状況

シラバスと実際の授業の関係

授業の体系性
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学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
評
価
項
目
を
検
討
す
る
さ
い
、
各
大
学

に
お
い
て
一
体
ど
の
程
度
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

業
者
に
よ
る
「
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

業
務
請
け
負
い
ま
す
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
コ
ピ
ー
の
全
面
広
告
が
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ

う
な
昨
今
、
授
業
評
価
を
実
施
す
る
た
め
の
一
連
の
作
業
を
、
仕
方

な
く
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
、
Ｆ
Ｄ
に
無
関
心
な
大
学
教

員
の
中
に
な
い
だ
ろ
う
か
。

渡
辺
は
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
示
唆
に
富

む
レ
ビ
ュ
ー
論
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

「
自
由
意
見
を
別
枠
に
書
き
込
む
よ
う
に
配
慮
し
て
用
紙
が
作
ら

れ
る
事
は
多
い
が
、
時
間
的
余
裕
の
少
な
い
状
況
で
、
設
問
項
目
を

余
り
多
く
す
る
と
、
マ
ー
ク
作
業
に
時
間
を
と
ら
れ
、
自
由
意
見
の

汲
み
上
げ
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
特
に
五
段
階
に
も
回

答
マ
ー
ク
が
分
か
れ
た
設
問
が
多
数
並
ぶ
と
、
評
価
す
る
側
の
学
生

は
、
い
ち
い
ち
厳
密
な
符
合
で
マ
ー
ク
し
て
ゆ
く
こ
と
に
、
か
な
り

の
迷
い
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
」
�

な
ぜ
、
五
段
階
の
評
定（
五
件
法
）に
固
執
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
三
段
階
の
評
定（
三
件
法
）で
は
有
益
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
五
段
階
の
評
定

に
し
て
い
る
大
学
が
圧
倒
的
に
多
く
、
三
段
階
の
評
定
を
採
用
し
て

い
る
の
は
、
一
例
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
信

頼
性
や
妥
当
性
を
検
討
す
る
さ
い
、
学
生
に
よ
る
散
漫
か
つ
恣
意
的

な
評
価
を
防
ぐ
た
め
に
、
評
価
項
目
数（
質
問
項
目
数
）や
評
定
値
の

選
択
肢
を
減
ら
す
と
い
う
発
想
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

渡
辺
は
、
評
価
項
目（
質
問
項
目
）の
中
で
、
「
板
書
の
善
し
悪
し
」

と
「
双
方
向
授
業
か
ど
う
か
」
と
い
う
設
問
が
同
居
し
て
い
る
事
例

を
指
摘
し
、
双
方
向
授
業
で
あ
れ
ば
、
板
書
の
比
率
が
非
常
に
低
く

な
る
の
で
、
「
板
書
の
善
し
悪
し
」
を
問
う
な
ら
、
双
方
向
授
業
で

あ
っ
た
か
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
�

。
ア
メ
リ
カ
の
大

学
や
日
本
の
他
大
学
で
使
用
さ
れ
て
い
る
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の

フ
ォ
ー
ム
を
、
批
判
的
検
討
も
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
大
学
で

借
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
も
生
じ
や
す
い
。

先
行
研
究
に
お
け
る
諸
知
見

日
本
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

に
お
い
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
に
関
し
て
は
、今
ま
で
に
数
多
く
の
学
術
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
、
元
来
、
教
育
心
理
学
・
教
育
方
法
学
が

扱
う
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て

最
近
の
研
究
動
向
を
調
べ
て
い
く
と
、
教
育
心
理
学
・
教
育
方
法
学

を
専
攻
す
る
研
究
者
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
学

術
論
文
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
大
学
教
育
学
会
誌
』

を
は
じ
め
と
す
る
学
会
誌
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の
研
究
紀
要
な
ど
で

も
、
授
業
評
価
に
関
す
る
論
文
が
散
見
さ
れ
る
。
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日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
で
は
、
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
諸

知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

�
「
年
齢
の
高
い
教
員
よ
り
も
、
年
齢
の
低
い
教
員
の
方
が
授
業
評

価
の
評
定
値
は
高
い
」

�
「
専
任
教
員
よ
り
も
、
非
常
勤
講
師
の
方
が
授
業
評
価
の
評
定
値

は
高
い
」

�
「
多
人
数
授
業
よ
り
も
、
少
人
数
授
業
の
方
が
授
業
評
価
の
評
定

値
は
高
い
」

�
「
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
ほ
ど
、
そ
の
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の

評
定
値
は
高
い
」

�
「
授
業
評
価
を
毎
回
の
授
業
で
実
施
す
る
と
、
授
業
評
価
の
評
定

値
は
安
定
せ
ず
、
毎
回
変
動
す
る
」

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
特
定
の
一
大
学
や
調
査
者
自
身
の
担
当
授

業
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
実
施
さ
れ
た
調
査
研
究
結
果
に
基
づ
く
知

見
で
あ
り
、
一
般
化
は
で
き
な
い
。
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
す
な
ど
、

さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
信
頼
性

や
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
評
価
が
分
か
れ
て
お
り
、

定
見
が
存
在
し
て
い
な
い
。

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
、
大
学
に
お
け
る
授
業
改
善
を
目
的
と

し
た
授
業
研
究
を
す
す
め
る
さ
い
、
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
た
だ
し
、
秋
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
の
教
育

場
面
を
そ
の
ま
ま
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
教
育
場
面
に
対
し
て

よ
り
生
態
学
的
に
妥
当
な
知
見
が
得
ら
れ
る
反
面
、
数
多
く
の
要
因

が
関
与
し
、
そ
の
統
制
が
困
難
で
あ
り
、
精
緻
な
数
量
的
研
究
が
難

し
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
�

。
授
業
評
価
の
科
学
性
を
追
究
す
る
た

め
に
、
自
然
科
学
の
手
法
で
、
数
量
的
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
検
証
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
実
証
的
研
究
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
授
業

に
つ
い
て
論
じ
る
さ
い
、
し
ば
し
ば
「
ド
ラ
マ
」「
芸
術
」
な
ど
と

い
っ
た
隠
喩
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
授
業
と
い

う
営
み
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
創
造
性
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
教
員
に
と
っ
て
は
良
い
授
業
の
典
型
と
思
わ
れ
が
ち
な
、

た
と
え
ば
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
を
取
り
入
れ
た
学
生
参
加
型
の
授
業

が
、
必
ず
し
も
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
評
定
値
が
高
く
、
学
生

に
と
っ
て
は
良
い
授
業
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
教
員
の
授
業
観
と

学
生
の
授
業
観
と
の
間
に
は
、
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。

授
業
評
価
の
デ
ー
タ
は

人
事
考
課
に
使
え
る
の
か

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
に
つ
い
て
の

議
論
が
な
さ
れ
る
と
、
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
人
事
考
課
の
議
論
に
発

展
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
動
向
を
レ
ビ
ュ

ー
し
た
丸
山
は
、
授
業
評
価
の
結
果
を
大
学
の
管
理
者
が
教
員
の
雇

用
等
に
用
い
る
の
は
、
問
題
が
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
�

。
学
生

に
よ
る
授
業
評
価
だ
け
で
は
、
教
育
の
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
が
で

－４４－



き
な
い
し
、
学
生
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
教
員
が
必
ず
し
も
学
生
の

成
績
向
上
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
等
々
の
問
題
点
が
、
数
多
く

の
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
丸
山
が
、
大
学
教
員
や
大
学
院
生
を
対
象
に
ア
メ
リ
カ
で

実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
授
業
評
価（
丸
山
の
言
葉
で
は

「
教
員
評
価
」
）に
熱
心
な
の
は
、
大
学
院
よ
り
も
学
部
、
少
人
数

ク
ラ
ス
よ
り
も
大
規
模
ク
ラ
ス
、
研
究
志
向
大
学
よ
り
も
教
育
重
視

大
学
、
共
学
大
学
よ
り
も
女
子
大
学
で
あ
る
と
い
う
。
教
員
と
学
生

と
の
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
大
学
ほ
ど
授
業
評
価
が
さ
か

ん
で
あ
る
�

。

学
生
の
学
習
に
対
す
る
動
機
づ
け
が
高
く
、
か
つ
、
少
人
数
授
業

で
あ
れ
ば
、
教
員
が
熱
心
に
取
り
組
め
ば
、
お
の
ず
と
学
生
に
も
そ

の
熱
意
は
伝
わ
り
、
打
て
ば
響
く
よ
う
な
授
業
に
な
る
。
そ
の
さ
い
、

教
員
の
話
し
方
や
板
書
の
巧
拙
を
問
う
よ
う
な
授
業
評
価
の
必
要
性

も
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ｆ
Ｄ
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
報
償
制
度
を
導
入

し
て
い
る
大
学
が
多
い
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
に
倣
い
、
報
償
制
度

を
導
入
す
る
大
学
が
登
場
し
た
。
東
京
農
工
大
学
工
学
部
で
は
、
学

生
に
よ
る
授
業
評
価
と
同
僚
教
員
に
よ
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ

て
、
最
も
優
れ
た
教
員（
ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）に
「
最
優
秀
講

義
賞
」
を
与
え
、
副
賞
と
し
て
特
別
研
究
費
を
支
給
し
て
い
る
�

。

龍
谷
大
学
の
場
合
、
授
業
改
善
を
目
的
と
す
る
Ｆ
Ｄ
に
学
内
助
成
金

支
給
制
度
を
導
入
し
て
い
る
�

。
ま
た
、
日
本
の
大
学
の
中
で
は
さ

き
が
け
て
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
組
織
的

に
実
施
し
て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
と
記
す
）で
は
、
最
近
、
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
学
生
に
よ
る
授
業
評
価

の
調
査
結
果
証
明
書
」
の
発
行
を
開
始
し
た
�

。
学
部
長
名
の
署
名

捺
印
入
り
の
「
お
墨
付
き
」
の
教
育
業
績
に
関
す
る
証
明
書
で
あ
る

が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
非
常
勤
講
師
か
ら
、
早
速
発
行

申
請
が
あ
っ
た
と
い
う
。
目
的
は
、
専
任
教
員
の
公
募
に
応
募
す
る

さ
い
、研
究
業
績
目
録
な
ど
の
必
要
書
類
に
添
付
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
証
明
書
は
教
員
採
用
人
事
の
選
考
の
さ
い
、
教
育
業
績
を
証
明

す
る
資
料
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
た
だ
し
、
書
類
選
考
と
面
接
試
験
の

み
な
ら
ず
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
能
力
を
み
る
た
め
に
、
選
考
委
員
の
教
員
が
学
生
役
と
な
り
、
候

補
者
に
模
擬
授
業
を
さ
せ
る
大
学
も
徐
々
に
登
場
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
参
考
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
デ
ー
タ
を
授
業
改
善
の
た
め
に
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
を
は
さ
ま
な
い
。
筆
者
は
、
授
業
評
価

無
用
論
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
正
規
の
専
任
教
員
を
対
象
と
し
た

人
事
考
課
を
実
施
す
る
た
め
に
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
デ
ー
タ

を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
首
肯
で
き
な
い
。
Ｆ
Ｄ
に
無
関
心
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な
教
員
に
対
す
る
カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
、
授
業
評
価
と
人
事
考
課
を

連
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
結
果
は
芳

し
く
な
い
が
、
Ｆ
Ｄ
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
員
が
正
当
に
評

価
さ
れ
な
い
危
険
性
も
生
じ
る
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
が
、
教
員

の
人
事
考
課
を
実
施
す
る
さ
い
の
重
要
な
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
る
ほ

ど
、高
い
信
頼
性
が
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
調
査
研
究
は
数
少
な
い
。

理
事
会
な
ど
の
大
学
当
局
は
、
ま
ず
、
少
人
数
授
業
を
実
施
可
能
と

す
る
教
育
条
件
の
改
善
を
図
っ
て
か
ら
、
教
員
の
人
事
考
課
に
お
け

る
授
業
評
価
の
デ
ー
タ
利
用
の
是
非
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

授
業
評
価
と

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

個
々
の
教
員
に
対
す
る
授
業
評
価
の
結

果
を
記
載
し
た
調
査
報
告
書
を
学
外
者

向
け
に
公
開
し
て
い
る
大
学
や
、
教
員

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
個
人
的
に
公
開
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し

か
し
、
多
く
の
大
学
で
は
、
調
査
報
告
書
は
部
外
秘
扱
い
で
あ
る
。

学
内
の
教
職
員
の
み
に
配
布
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
学
内
の
図
書
館
な

ど
で
閲
覧
可
能
な
形
式
を
と
り
、
当
該
大
学
に
所
属
す
る
学
生
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

愛
知
教
育
大
学
の
場
合
、
個
々
の
教
員
に
対
す
る
授
業
評
価
の
結

果（
個
人
デ
ー
タ
）は
、
当
該
大
学
の
編
集
・
発
行
の
授
業
評
価
調
査

報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
学
外
者
も
入
手
可
能
で

あ
る
そ
の
報
告
書
を
み
る
と
、
評
価
結
果
に
対
す
る
個
々
の
教
員
に

よ
る
コ
メ
ン
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
�

。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
教
員

に
よ
る
担
当
授
業
の
自
己
点
検
・
評
価
で
も
あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ（
説
明
責
任
）の
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
評
価
結
果
に
対
す
る

教
員
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
や
分
析
の
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
は
意
義
が

あ
る
。
統
計
的
に
処
理
さ
れ
た
各
教
員
の
個
々
の
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
評
価
結
果
に
対
す
る
個
々
の
教
員
に
よ
る

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
公
開
す
べ
き
で
あ
る
。
授
業
評
価
を
実
施
し
、
そ

の
評
価
結
果
を
公
開
す
る
だ
け
で
は
、授
業
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
。

個
々
の
教
員
が
評
価
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
教
員
の
自
己
保
身
の
為
の

防
衛
的
な
弁
明
に
終
始
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
。

評
価
方
法
の
工
夫

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
、
顧
客
満
足
度
調

査
と
い
う
一
面
が
あ
り
、
顧
客
で
あ
る
学
生

の
主
観
的
な
評
価
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
無
記
名
方
式
に

よ
る
場
合
、
遊
び
感
覚
で
自
由
記
述
の
回
答
を
書
く
学
生
が
存
在
す

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
学
生
の
評
価
能
力
を
疑
問
視
す

る
教
員
の
意
見
も
根
強
い
。
し
か
し
、
信
頼
性
に
問
題
が
あ
っ
て
も
、

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
自
由
記
述
に
み
ら
れ
る
鋭
い
指
摘
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
は
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
無
記
名
方
式
で
は
な
く
、
記
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名
方
式
を
採
用
し
、
学
生
自
身
の
授
業
態
度
等
を
問
う
設
問
を
用
意

し
、
さ
ら
に
、
セ
メ
ス
タ
ー
終
了
時
の
み
な
ら
ず
、
授
業
の
進
行
状

況
に
応
じ
て
随
時
、
授
業
評
価
を
実
施
す
れ
ば
、
授
業
改
善
の
参
考

と
な
る
有
益
な
意
見
を
、
学
生
か
ら
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
評
価
項
目
を
厳
選
し
た
う
え
で
、
毎
回
の
授
業
時
に
お
い
て

記
名
方
式
の
授
業
評
価
を
実
施
す
れ
ば
、
出
欠
調
査
も
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
通
行
に
な
り
が
ち
な
多
人
数
授
業
の
場
合
、
教
員

と
学
生
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
道
具
と

し
て
、
授
業
評
価
を
活
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
評
価
方
法
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
長
所
を
最
大
限
に
活
用

す
る
発
想
も
大
切
で
あ
る
。

授
業
は
、
教
授
・
学
習
過
程
で
あ
り
、
教
え
る
者
と
学
ぶ
者
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
学
習
者
の
視
点
に
立
っ
て
授
業
を
見

直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
え
る
側
が
気
づ
か
な
か
っ
た
問
題
も
あ
き

ら
か
に
な
る
。
講
義
方
式
の
授
業
で
あ
れ
、
演
習
方
式
の
授
業
で
あ

れ
、
学
生
が
授
業
に
臨
む
さ
い
の
動
機
づ
け
や
、
興
味
・
関
心
な
ど
、

眼
前
に
い
る
学
生
達
の
心
理
を
把
握
す
る
こ
と
が
授
業
改
善
の
第
一

歩
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
質
問
紙
法
に
よ
る
簡
単
な
調
査
に

よ
っ
て
収
集
可
能
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
評
価（evaluation

）
」
と
は
、
価
値
判
断
や
意
思

決
定
を
行
う
た
め
の
情
報
収
集
活
動
で
あ
る
。教
育
評
価
と
い
う
と
、

五
段
階
相
対
評
価
や
偏
差
値
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
れ
ら
は
「
評
価
（evaluation

）
」
と
い
う
よ
り
も
「
評
定
（grad-

ing,rating

）
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
「
評
価
」
の
結
果
を
数
量
化

・
記
号
化
し
た
の
が
「
評
定
」
で
あ
る
。

□四
お
わ
り
に

最
近
、
Ｆ
Ｄ
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
会
に
出
席
す
る
と
、
参
加
者

が
多
く
、
熱
気
を
よ
く
感
じ
る
。
そ
れ
は
、
Ｆ
Ｄ
に
関
心
を
も
つ
大

学
教
員
が
多
い
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
た
ら

よ
い
の
か
、
悩
ん
で
い
る
大
学
教
員
も
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
国
立
大
学
で
は
、
Ｆ
Ｄ
の
実
施
率
は
高
い
が
、
試

行
錯
誤
の
段
階
の
大
学
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｆ
Ｄ
を
テ
ー

マ
と
す
る
講
演
活
動
を
し
て
き
た
大
山
は
、
大
学
教
員
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
志
向
を
感
じ
る
と
い
う
�

。

本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
で
は
、
授
業
改
善
に
Ｆ

Ｄ
の
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
が
多
い
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
は
、
授

業
改
善
を
図
る
た
め
の
情
報
を
収
集
す
る
さ
い
、
有
効
か
つ
簡
便
な

手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
授
業
評
価
の
デ
ー
タ
の
分
析
手

法
を
ど
ん
な
に
精
緻
化
し
て
も
、
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
具
体
的
な

手
だ
て
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
大
学

－４７－



に
お
け
る
教
員
集
団
が
、
学
生
論
・
授
業
論
に
関
す
る
議
論
、
そ
し

て
学
部
・
学
科
の
教
育
理
念
や
教
育
目
標
に
関
す
る
議
論
を
十
分
に

行
っ
た
う
え
で
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

授
業
評
価
に
限
ら
ず
、
教
育
評
価
と
は
、
教
育
目
標
や
教
育
理
念
に

照
ら
し
て
行
う
活
動
で
あ
る
。

大
学
教
員
の
意
識
改
革
の
た
め
に
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
評

定
値
が
低
い
教
員
に
、
評
定
値
が
高
い
教
員
の
授
業
を
参
観
さ
せ
る

と
い
う
試
み
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
対
症
療
法
に
す
ぎ
ず
、
授

業
評
価
の
評
定
値
が
低
い
教
員
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
Ｆ
Ｄ
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
、
授
業
評
価
の
評
定
値
が
低
い
教
員
の
担
当
授
業
の
教
室
内
に

固
定
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
そ
の
教
員
自
身
の
授
業
を
ビ
デ
オ
撮
影
し

て
も
ら
い
、
授
業
終
了
後
、
そ
の
ビ
デ
オ
を
当
該
教
員
の
み
が
視
聴

し
、
授
業
方
法
や
授
業
内
容
を
見
直
す
と
い
っ
た
試
み
の
ほ
う
が
、

プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
授
業
上
手
な
教
員
の
教
育

方
法
や
教
育
技
術
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
授
業
評
価
の
評
定
値
が
高
く

な
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
「
Ｆ
Ｄ
に
無
関
心
な
教
員
を
、
い
か

に
し
て
そ
の
活
動
に
関
心
を
も
た
せ
、
参
加
さ
せ
る
か
」
と
い
っ
た

目
先
の
目
標
を
達
成
す
る
だ
け
の
議
論
も
近
視
眼
的
で
あ
る
。

「
同
僚
性（collegiality

）
」
と
い
う
教
育
学
用
語
が
あ
る
。
そ
れ

は
「
相
互
に
高
め
合
い
専
門
家
と
し
て
の
成
長
を
達
成
す
る
目
的
で

連
帯
す
る
同
志
的
関
係
」
�

を
さ
す
。
大
学
教
員
を
は
じ
め
、
教
員

と
い
う
専
門
職
に
就
い
て
い
る
者
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
大

学
等
の
職
場
に
お
い
て
、
そ
の
「
同
僚
性
」
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

が
現
在
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

注�
文
部
省
編
『
平
成
七
年
度

我
が
国
の
文
教
施
策
―
―
新
し
い
大

学
像
を
求
め
て

進
む
高
等
教
育
の
改
革
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
一

九
九
六
年
、
六
頁
。

�
関
正
夫
『
二
一
世
紀
の
大
学
像
―
―
歴
史
的
・
国
際
的
視
点
か
ら

の
検
討
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
、
一
三
○
〜
一
三
一

頁
。

�U
R
L

�http

�//w
w
w
.niad

.ac.jp
/hyouka/them

e/kyouyou
/

houkoku/index.htm

（
二
○
○
二
年
六
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）

�
和
光
大
学
授
業
研
究
会
著
『
語
り
あ
い
見
せ
あ
い
大
学
授
業
』
大

月
書
店
、
一
九
九
六
年
。

�
宮
腰
賢
「
大
学
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
Ｆ
Ｄ
事
業
」『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
現

代
の
高
等
教
育
〈
特
集

Ｆ
Ｄ
の
課
題
と
展
望
〉
』
民
主
教
育
協

会
編
集
・
発
行
、
一
九
九
九
年
十
月
号
、
五
六
〜
六
一
頁
。

�
大
山
泰
宏
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
Ｆ
Ｄ
の
展
開
」
財
団
法
人

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
『
第
七
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
―
大

学
の
教
育
力
と
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
』﹇
発
表
報
告
集
﹈
二

－４８－



○
○
二
年
三
月
九
日
・
十
日
、
一
八
頁
。

�U
R
L

�http

�//w
w
w
.cshe.nagoya-u.ac.jp/tips/

（
二
○
○
二
年
六

月
一
日
ア
ク
セ
ス
）

�
池
田
輝
政
「
引
き
つ
け
る
授
業

教
員
に
『
と
ら
の
巻
』
」『
日
本

経
済
新
聞
』
二
○
○
一
年
七
月
七
日
、
朝
刊
。

�
恩
田
彰
﹇
ほ
か
﹈
編
『
臨
床
心
理
学
辞
典
』
八
千
代
出
版
、
一
九

九
九
年
、
一
○
四
頁
。

�
藤
岡
完
治
「
大
学
授
業
の
構
造
と
学
生
の
学
習
経
験
の
関
連
に
関

す
る
研
究
―
―
大
学
授
業
の
参
加
観
察
を
通
し
て
」
京
都
大
学
高

等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
京
都
大
学

高
等
教
育
研
究
』
第
七
号
、
二
○
○
一
年
、
三
頁
。

藤
岡
完
治
「
大
学
の
授
業

同
僚
が
参
観
」『
日
本
経
済
新
聞
』

二
○
○
一
年
七
月
十
四
日
、
朝
刊
。

�
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
講
演
、
杉
本
均
翻
訳
文
責
「
ア

メ
リ
カ
の
諸
大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ（
大
学
教
員
研
修
）の
動
向
」
京

都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行

『
京
都
大
学
高
等
教
育
研
究
』
第
三
号
、
一
九
九
七
年
、
一
六
三

頁
。

�
パ
ー
カ
ー
・
パ
ー
マ
ー
著
、
吉
永
契
一
郎
訳
『
大
学
教
師
の
自
己

改
善
―
―
教
え
る
勇
気
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
○
○
○
年
、
二

○
一
頁
。

�
授
業
参
加
観
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
チ
ー
ム
『
京
都
大
学
高
等
教

育
叢
書
一
一

大
学
授
業
の
参
加
観
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
�
―

大
学
授
業
の
参
加
観
察
か
ら
Ｆ
Ｄ
―
』
京
都
大
学
高
等
教
育
教
授

シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
発
行
、
二
○
○
一
年
、
三
四
頁
。

	
渡
辺
勇
一
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
ど
う
見
る
か
」
日
本
生
物

科
学
者
協
会
編
集
・
発
行
『
生
物
科
学
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
二

○
○
一
年
、
二
一
二
頁
。



同
前
、
二
一
二
頁
。

�
秋
田
喜
代
美
「
心
理
学
に
対
す
る
授
業
観
と
質
問
行
動
―
一
般
教

育
課
程
と
心
理
学
専
攻
の
比
較
検
討
」『
立
教
大
学
心
理
学
科
研

究
年
報
』
第
三
八
号
、
一
九
九
五
年
、
三
六
―
三
七
頁
。

�
丸
山
文
裕
「
学
生
に
よ
る
教
員
評
価
は
大
学
教
育
改
善
に
有
効

か
」
神
戸
大
学
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
大
学
教
育
研

究
』
第
八
号
、
二
○
○
○
年
、
四
頁
。



同
前
、
四
頁
。

�
「
教
育
を
問
う
」
取
材
班
「
教
育
を
問
う

第
五
部

知
の
大
競

争
―
外
部
評
価

無
縁
の
教
授
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
○
○
一

年
四
月
二
十
日
、
朝
刊
。

�
財
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
「
第
七
回

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
開
催
日
―
二
○
○
二
年
三
月
十
日
、
開
催
場
所
―
京
都
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
）の
第
一
分
科
会
「
Ｆ
Ｄ
活
動
の
組
織
的
取
り

－４９－



組
み
」
に
お
け
る
龍
谷
大
学
教
員
の
発
言
。

�
井
下
理
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
調
査
―
教
育
の
品
質
保
証
を
目

指
し
て
」
日
本
私
立
大
学
連
盟
編
集
・
発
行
『
大
学
時
報
』
二
九

四
号
、
二
○
○
一
年
、
九
九
頁
。

�
愛
知
教
育
大
学
評
価
委
員
会
編
『
愛
知
教
育
大
学

二
○
○
○
年

度

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
調
査
』
愛
知
教
育
大
学
、
二
○
○
○

年
。

�
財
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
「
第
七
回

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
開
催
日
―
二
○
○
二
年
三
月
十
日
、
開
催
場
所
―
京
都
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
）の
第
一
分
科
会
「
Ｆ
Ｄ
活
動
の
組
織
的
取
り

組
み
」
に
お
け
る
京
都
大
学
高
等
教
育
教
授
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン

タ
ー
の
大
山
泰
宏
の
発
言
。

�
佐
藤
学
『
教
師
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
』
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
、

四
○
五
頁
。

参
考
文
献

・
愛
知
教
育
大
学
大
学
改
革
推
進
委
員
会
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
編
『
平
成
十
三
年
度

愛
知
教
育
大
学

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
年
次
報
告
書
』
愛
知
教
育
大
学
、
二
○
○

二
年
。

・
愛
知
教
育
大
学
評
価
委
員
会
編
『
愛
知
教
育
大
学

二
○
○
○
年

度

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
調
査
』
愛
知
教
育
大
学
、
二
○
○
○

年
。

・
阿
部
和
厚
﹇
ほ
か
﹈「
北
海
道
大
学
Ｆ
Ｄ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
北
海
道

大
学
高
等
教
育
機
能
開
発
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
高
等
教
育
ジ

ャ
ー
ナ
ル
�
高
等
教
育
と
生
涯
学
習
』
第
七
号
、
二
○
○
○
年
、

二
九
〜
三
二
頁
。

・
有
本
章
編
『
諸
外
国
の
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
比
較
研
究
』
広
島

大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
。

・
有
本
章
「
学
部
教
育
と
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
」

北
海
道
大
学
高
等
教
育
機
能
開
発
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
高
等

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
�
高
等
教
育
と
生
涯
学
習
』
第
三
号
、
一
九
九

八
年
、
七
六
〜
八
二
頁
。

・
池
田
輝
政
「
名
古
屋
大
学
の
試
み
を
通
し
て
見
た
大
学
の
組
織
・

経
営
」
日
本
高
等
教
育
学
会
編
集
『
高
等
教
育
研
究
』
第
五
集
、

玉
川
大
学
出
版
部
、
二
○
○
二
年
、
五
三
〜
六
五
頁
。

・
伊
藤
秀
子
、大
塚
雄
作
編『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

大
学
授
業
の
改
善
』

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
。

・
宇
田
光
﹇
ほ
か
﹈「
大
学
の
授
業
改
革
に
関
す
る
実
践
的
研
究
―

学
生
は
授
業
評
価
を
ど
う
う
け
と
め
た
か
」『
松
坂
大
学
紀
要
』

第
二
○
巻
、
第
一
号
、
二
○
○
二
年
、
七
〜
四
一
頁
。

・
宇
田
光
﹇
ほ
か
﹈「
大
学
の
授
業
改
革
に
関
す
る
調
査
研
究
」『
松
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坂
大
学
紀
要
』
第
一
八
巻
第
一
号
、
二
○
○
○
年
、
一
〜
八
頁
。

・
浦
上
昌
則
﹇
ほ
か
﹈「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
と
満
足
度
」
南
山

大
学
編
集
・
発
行
『
ア
カ
デ
ミ
ア

人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六

八
号
、
一
九
九
八
年
、
五
五
〜
八
○
頁
。

・
鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合
編
『
地
方
大
学
の
教
育
実
践
―
が
ん
ば

る
鹿
児
島
大
学
の
教
師
た
ち
―
』
鹿
児
島
学
術
文
化
出
版
、
一
九

九
六
年
。

・
片
岡
徳
雄
、
喜
多
村
和
之
編
『
大
学
授
業
の
研
究
』
玉
川
大
学
出

版
部
、
一
九
八
九
年
。

・
川
嶋
太
津
夫
「
大
学
教
員
の
資
質
の
開
発
・
向
上
と
大
学
の
活
性

化（
続
）
」
神
戸
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行

『
大
学
教
育
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
八
年
、
四
一
〜
四
九
頁
。

・
清
水
一
彦
編
著
『
大
学
教
育
の
再
生
を
め
ざ
す
―
Ｆ
Ｄ
実
践
事
例

に
学
ぶ
―
』
紫
峰
図
書
、
二
○
○
一
年
。

・
田
中
幸
代
「
大
学
教
員
に
求
め
ら
れ
る
教
育
力
向
上
の
た
め
に
―

教
育
心
理
学
が
検
討
で
き
る
問
題
の
展
望
」
日
本
教
育
心
理
学
会

編
『
教
育
心
理
学
研
究
』
第
四
六
巻

第
四
号
、
一
九
九
八
年
、

四
七
三
〜
四
八
三
頁
。

・
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
編
『
大
学
力
を
創
る
―
Ｆ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年
。

・
図
書
館
情
報
大
学
編
『
Ｆ
Ｄ（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ

メ
ン
ト
）講
演
会
の
記
録
〈
知
の
銀
河
系

第
七
集
〉
』
図
書
館
情

報
大
学
、
二
○
○
一
年
。

・
東
海
高
等
教
育
研
究
所
編
集
・
発
行
『
大
学
と
教
育
〈
特
集

授

業
づ
く
り
と
授
業
計
画
〉
』
第
三
二
号
、
二
○
○
二
年
。

・
東
海
高
等
教
育
研
究
所
編
集
『
何
の
た
め
の
大
学
評
価
か
』
大
月

書
店
、
一
九
九
五
年
。

・
中
井
俊
樹
、
馬
越
徹
「
ク
ラ
ス
規
模
が
授
業
評
価
に
与
え
る
影
響

に
関
す
る
一
考
察
」
広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・

発
行
『
大
学
論
集
』
第
三
○
集
、
二
○
○
○
年
、
一
○
九
〜
一
二

三
頁
。

・
名
古
屋
大
学
教
育
学
部（
研
究
代
表
者

安
彦
忠
彦
）編
『
大
学
の

授
業
方
法
・
授
業
形
態
の
改
善
と
充
実
―
教
育
研
究
学
内
特
別
経

費
報
告
書
』
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
、
一
九
九
一
年
。

・
林
雅
代
「
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」
の
効
果
と
限
界
」
南
山
大

学
社
会
倫
理
研
究
所
編
集
・
発
行
『
社
会
と
倫
理
』
第
七
号
、
一

九
九
九
年
、
五
二
〜
五
八
頁
。

・
原
一
雄
﹇
ほ
か
﹈「
座
談
会

Ｆ
Ｄ
と
授
業
創
造
」
日
本
私
立
大

学
連
盟
編
集
・
発
行
『
大
学
時
報
』
二
八
一
号
、
一
九
九
九
年
、

一
四
〜
二
九
頁
。

・
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
Ｆ
Ｄ
推
進
研
究
会（
研
究
代
表

石
田

洋
至
）編
『
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
』
北
海
道
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教
育
大
学
旭
川
校
Ｆ
Ｄ
推
進
研
究
会
、
平
成
一
二
年
。

・
民
主
教
育
協
会
編
集
・
発
行
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
現
代
の
高
等
教
育
〈
特
集

Ｆ
Ｄ
の
課
題
と
展
望
〉
』
一
九
九
九
年
十
月
号
。

・
民
主
教
育
協
会
編
集
・
発
行
『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
現
代
の
高
等
教
育
〈
特
集

大
学
の
Ｓ
Ｄ
〉
』
二
○
○
二
年
五
�
六
月
号（
合
併
号
）。

・
安
岡
高
志
﹇
ほ
か
﹈「
学
生
の
授
業
評
価
に
お
よ
ぼ
す
教
員
の
年

齢
の
影
響
」
大
学
教
育
学
会
誌
編
集
委
員
会
編
集
・
発
行
『
大
学

教
育
学
会
誌
』
第
一
九
巻

第
二
号
、
一
九
九
七
年
、
七
五
〜
七

九
頁
。

・
山
内
乾
史
「
何
の
た
め
の
Ｆ
Ｄ
か
？
―
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
―
」

北
海
道
大
学
高
等
教
育
機
能
開
発
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
高
等

教
育
ジ
ャ
ー
ナ
ル
―
高
等
教
育
と
生
涯
学
習
』
第
七
号
、
二
○
○

○
年
、
二
二
〜
二
七
頁
。

・
山
内
乾
史
「
Ｆ
Ｄ
・
授
業
改
善
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
―

本
学
・
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
―
」
神
戸
大
学

大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
『
大
学
教
育
研
究
』
第
九

号
、
二
○
○
一
年
、
六
一
〜
七
○
頁
。

・
リ
ク
ル
ー
ト
編
集
・
発
行
『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〈
特
集
い

よ
い
よ
は
じ
ま
る
「
教
員
人
事
考
課
〉
』
第
二
〇
巻
第
四
号
、
二

〇
〇
二
年
。
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